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南島つれづれの記(その3)

～高いところの石灰岩はかならずしも古くない～

矢崎清貫(燃料部)

サンゴ累層とダｰウィン

礁湖の浅い澄んだ静かな水はその大部分が白い砂

の上に堪えられている垂直の太陽に照らされると極

めて鮮か狂緑色を呈する.幅広い裾礁(Fringing･reef)

の平面の床に雪白の寄波がおりなす縞模様は紺碧の

空に快より対照を提供して礁湖のなかに生きるサンゴ

の群がエメラルドグリ』ンの水を勘してくれる､.この

ような海カミ水納島の船着付近に展開している.『分

教所で中食を取った時宮国先生は30分とかからず伊

勢海老3匹をつかまえて来て塩焼にしてくれた味はまた

格別なものでした』と同宿の新本先生(沖縄県立教育

センタｰ)が話してくれた.水納島を案内して下さっ

た宮国仙助さんも魚をたべたくなれぱ浜に下がれぱよ

いので別に気にすることはないという.とくに島の

北西部に発達する干瀬は沖へ約3kmも延びており大

潮の時など大きな魚がとれるとのことである.いず

れにせよ水納島は魚類が多く自給自足の生活基調

に応じて漁携の方法をしぜんに身につけているが大半

が突漁であって伝来からある壮観なイヌウジミ(内海攻

め)はみられ放い

線状の小島を形成する陸地は北酉方向に発達する干

瀬に｢ガァｰド｣され風下に幅広い石灰質の砂丘を広

めている･この砂丘は太平洋戦争当時は日本機の不

時着事件が相次ぎ多くの若者の生命を救っておりなか

には特攻機もあったという.水納島の周辺は南東海

岸の一部だけに石灰岩の露出があるだけでそのほかの

海岸は幅20～50mの石灰質の砂浜である.この砂浜

は夏の直上の日照りによるのか1本の樹木も草花も寄

せつけない.

ただ純目のてりかえしの熱線が顔をつきさす.しか

しよく見ると雪白の砂浜にはどこまでも続く廃油ボ

ｰルのどす黒い縞目があってアンバランスの情感をそ

の場にあたえている.現代という次元を認識する.

東京から何千比離れても誰れもいない無人島でも

宇宙船地球号の一員であれば公害という現代の十字架

をいやでもせおわなけれぱならない.たしかに産業文

明は繁栄を追いもとめている間に生態学的収支と地球

化学的収支の決算カミあわなくなり多くの公害という赤

字を出しはじめてしばしになる.だカミ収支のバランス

が計測によってもとめられるものはまた防止すること

も可能であるが目にみえない公害は目1目と自然の

電算機をくるわしはじめている.｢ロｰマクラブ｣の

｢成長の限界｣的な終末論を考えるときはたしてさい

はてのこの孤島は後進的であるのか先進的であるの

か文明という言葉の持つ意味を考えてみたくなる.

それにしてもこの島の廃油ボｰノレの縞目は美術的で

ある.上からみるとAgateの縞目が雲状に湾曲し

①水納島の海岸等間隔においある海人草の種子石

②多良間島の高台にある縞目のある陸成の石灰岩�
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幅広い白砂全面に拡大されている様には驚くとともに大

き匁慣りをおぼえる.このような大量の廃油はどう

みても自然に漂着したものとは思えないふしがある.

むしろ意識的な汚染のような気がする.このような汚

染が大都会の雑踏のなかで起きても雑踏と汚染の免疫

になれている場としては問題がないであろうがこの島

はそれをうけ入れるにしては余りにも新鮮で純白すぎ

て場ちカミいだと思う.美しい自然にたいしてきわめ

て毒毒しく見える.

水納島の高台には1965年に出来た小さな灯台がある.

この燈台の高台には多孔質で縞状の石灰岩が分布し

ている.この石灰岩は水納島の高台より多良間島の

高台に標式的に分布するので筆者は｢遠見台石灰岩｣

と呼んでいる.従来の多くの研究報告では宮古群島

の石灰岩は比較的高地のものカミ古いということになって

いるが多良間と水納の両島の高い処に分布する石灰岩

はいずれも新しいものである.この石灰岩は宮古

本島に分布する石灰岩とは外見も構造も岩質にも大き校

隔りがある.本質的に異なることは風によって運ば

れて来たいわゆる｢レス｣状の堆積物によって構成さ

れていることである.いわゆる陸成の風の作用によ

って出来た石灰岩であって宮古本島の荏かでこの時代

に対比されるものは与那覇湾の酉浜崎にみられる化石

化した砂丘(古砂丘一部はやや固形化している)に対

比されるものと考えている.この陸成堆積石灰岩は

ほとんどが石灰質砂により構成され縞状を呈している.

この縞で傾斜をみると大部分のものが南西から南へ約

20～30度内外の傾斜を示すが部分的には北へ傾斜する

部分もあるようだが概しヤ南西から南への向きが普通

のようである.縞目は級化によるものであるが色彩

的にも白色の帯とやや褐色の帯との縞目があって褐

色の帯には不純物(黄土らしきもの)が含まれている.

一つのサイクルは10cm以下であって大部分が白色部

分が1に対して褐色の部分が2～3の割合いである.

層厚は10～30m+αでか匁ゆ硬質な部分もあって一部

ではブロック狂どの原料に使用されている.この石灰

岩の中には大型の貝化石が含まれていない.下位の

褐色石灰質砂質粘土(20～50cm)と縞目は顕著な

斜交関係を示す.この粘土の中には｢シュリマイマ

イ｣(陸生のカタツムリ)が化石としてみられる.

以上のよう狂ことすなわち縞目が急傾斜であるこ

と縞目の一部に｢レス｣状の不純物が入る石灰岩であ

ること下位の粘土に陸生のカタツムリが人いているこ

となどからおそらく風の運搬によって陸上の凹地に

形成されたものと考えている.'このようなことから

従来いわれているように高い山地に分布する石灰岩が

かならずしも古いものであるとはいえたい.このこと

は宮古本島に分布する石灰岩についても筆者らの

調査結果からいえる｡すなわち宮古本島の野原岳

(108.6m)に分布する石灰岩は従来もっとも古いもの

とされていたが筆者らの分帯で比較するとむしろ友

利石灰岩(宮古本島で2番目に古い)の上位に相当する

ものである.

いずれにせよ石灰岩の累層関係や岩相変化は一般

の堆積岩を扱うようにはいかなくて多くの日数と肉眼

的な慎が必要となる.とくに石灰岩と石灰岩の不整合

③多良間島の砕石場でみられる遠見台石灰岩と下位層との関係

�

④サンゴ礁のタイプA裾礁(Fringing-reef)

B墨礁(Banier-reef)C環礁(Atal)

(竹内･島津｢現代地球科学｣より)�
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はほとんど下位層を浸触することなく急傾斜の面に

アバット状に接することから同定となると恋かなか骨

がおれるし大きな露頭でもないと断定するきめてを欠

くことがしばしぱである.

珊瑚累層の研究は1837年進化論で有名なダｰウィン

(C･R･DARUIN)によるrビｰクノレ号航海記｣によって

考察したことにもとづき発表された｢珊瑚礁の構造と分

布｣(StエuctureandDist･ibutionofCora1Reef)によ

って三大類に分類され現在にいたっている.それに

よると環礁(Ato1)と褒礁(Bar工ierreef)と裾礁

(Fringi唯reef)の3つにわけて成因ならび産状につい

て説明している･このうち環礁は南西諸島に適用さ

れ礁はなく大部分は塗礁と裾礁であるといわれてい

る.ダｰウィンのいうように裾礁→盤礁→環礁とい

う形成系統があるかどうかについては地質構造的な背

景や中核となる岩石のちがいもあって必ずしもうけい

れられるものではない.このダｰウィンの説は非常

にわかりやすいために多くの賛成者をえた.一方アメ

リカのデイリｰ(R.A.DALY)は1910年に別の説を述

べている.それは島の本体が動くのではなく海面

の方が上下するとしたらどうであろうかと考え氷河期

とサンゴ礁の成因を結びつけた.これらの二つの説は

お互いに補い合ってサンゴ礁の主要な性質のほとんど全

部を説明することができる.しかし最近のボｰリング

や地球物理的な研究の結果によれば氷河制約説はダｰ

ウィンの沈降説に対するほんの小さな補正とv･ってよい.

このように沈降説はうたがいの余地のないまでに証明

されて現在にいたっている.

南西諸島のサンゴ礁の成因を海水面変化(氷河制約

説)に結びつけようとする一部の人友もいるが『琉球

列島はミンデル氷期以後にv･ちじるしく島嘆化したら

しいがこの原因は海水面運動よりは地殻変動による

ものだと考えられる』(湊正雄･井尻正二『日本列島』

第二版岩波新書)という見解もあって大部分の人々は

これに賛同しているようである.たしかに筆者が古

い石灰岩と考えている保良石灰岩と友利石灰岩の分布地

域には多くの断層が観察されることからみても全般

を通じて海水面変化だけによってサンゴ礁の成因は考え

られ校い.したがって筆者は古い石灰岩は地殻変

動によるものと考え比較的新しい下地島石灰岩(矢崎

1974)らは海水面変化による影響も多少あるものと考え

られる.この問題の鍵は海溝前縁部に厚く発達する

島尻層群の梓積相にあるように思われる.とくに宮

古島東方海域のグラビティｰロｰの凹地に発達する

5,000～6,000mの堆積層や石垣島東南方に拡がる島棚

斜面にみられる堆積物はいったい何を意味するのか.

大森昌衛氏のいう｢オキナエビス海進｣があったのか

あるいは中新世末期の海面は現在より2,000m一ほど低

かったのかいずれにせよ周辺海にかこまれた小陸地の

小島ではこれらを解析するデｰタは余りにも少なく

隣接する海域のデｰタの導入によって琉球弧の発生機

構を含めて検討する必要があるように思う.

プレｰトテクトニクスと琉球弧

『南西諸島の自然美のうち現在のカラ』写真で最適

と思われる絶景はサンゴ礁の海岸である.ことに

ぐすくべ

宮古島の北端の城辺には美人の伝説を伝える｢マムヤ｣

の墓がまつってありその付近のすきとおった海水の底

に見えるさまざまのサンゴの間を熱帯魚のような美し

い魚が泳ぎまわっていてその眺めはまさしく竜宮城

⑤宵青島の野原岳(108.6m)の断崖裾野には旧日本軍の墜

壕があって島尻層群添みられる貴重な露頭である

⑥宮古島でもって美くしい東平安名岬

長さ2k㎜幅200mの突出した岬で悲恋の美人rマムヤ｣

の墓�
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とはこんなところかと思わせる』小林純氏が昭和14年項

に感じた平安名峠付近のサンゴ礁を見ての記録(1971

｢水の健康診断｣岩波新書)であるが現在は美しいサ

ンゴ礁も余り見ることが出来ない.筆者も最初に宮古

島を訪ずれた1969年頃には美しいサンゴ礁が海中のな

かに密集していてきれいた浜でカメラのシャッタｰを

きった思い出がある.しかし最近はその美しいサン

ゴ礁も少なくなりサンゴ礁を見る最適な場所ではなく

なっている.碧い海と空とという立体感を織りなす美

しさでは平安名岬や七又海岸がよい.いずれにせよ

文明の暴走は短期間に沿岸環境を変えつつある.宮古

島の七又海岸から｢ムイガｰ｣の断崖にかけての大部分

の海岸にはリｰフが発達していない.断崖を境にして

急激に深く怒る.そして断崖の多くは垂直に切り立

っていて波線付近は逆にオｰバｰハングとなってい

る.調査は陸地からも海上からも困難なので船で

断崖に接近して目で検討をつける以外に方法はない.

とくにこの断崖は宮古島でもっとも古いと思われる石

灰岩(保良石灰岩矢崎1974)の分布地域であってそ

の全貌を知る上で重要であるがいかんせん60～90mの

垂直の壁には勝てない.ある天気の好い日定時制高

校の生徒と友利の断崖から｢ムイガｰ｣の浜にかけての

命綱サアベｰを実施した.命綱サアベｰといっても重

直の断崖をザイルで降りるのではなく海の中をあるく

のである.ザイノレを約10m使用しておたがいに身体

に固定させ一人が海の申にいる時には他の一人が断

崖の足場のよい場所で固定し逐次進んでゆくやりかた

である.勿論波の静かな場所ではこんな作業は必要

ではないが外洋の波が打ちくだけるこの断崖では落

石のこわさより波のこわさの方が優先する.まる一

目がかって労して成果なしというか島尻層群(新第

三系)の露頭を3ケ所で確認しただけにおわる.しか

し現地の人さえ歩くことが出来荏い断崖の浜を征服で

きたことと南限の島尻層を確認したことで満足する.

石灰岩に被われるこの島はほぼ北西一南東につら法

る3つの山地があるほかは比較的平坦部が多い.この

3つの山地は小学校の教材としては山脈と呼んで指導

していると聞く.もっとも北東側にあるものを北山脈

と呼び南静園北部の標高5&7皿からはじ｡まりピンフ

岳(標高95.5)→与郡崎一比嘉部落北部標高113.0の山

地(宮古島でもっとも高い)をへて古野部落北部につら

狂るいわゆる海岸山地をさしている.中部山脈は

植物園付近からはじまり根間地一底原をへてムイガｰ

の断崖につら桂るものを呼んでいる.南山脈はNH

Kのアンテナの高台からはじまり野原岳(標高108.6m)

をへて砂川につながる山地を呼んでいる.沿岸部の東

側と南側は60～90mの切り立った断崖によって海に接

しているが西側と北側には余り顕著たものは汝い･

全般を通じて南東が高く北酉が低くなる傾動運動があ

る.琉球弧は大きくみてトカラ海峡と宮古凹地によ

って3つに区分され北東側から第1グｰプ第2

グノレｰプ第3グノレｰプと木崎らは｢沖縄の自然｣のなか

で呼んでいる.この3つのグノレｰプはそれぞれ別な

動きをしているようである.筆者が調査している宮古

群島は第3のグノレｰプに入りそこでは北東側が南東に

押され北西の与廊国島付近が北西に押される｢シｰ

ソｰ｣のような運動がみられその支点が百垣島付近に

⑦寄せ波の白波が見え泣い七又海岸リｰフカミ発達して

いない

⑧rムイガｰ｣の断崖高サ90皿太平洋の荒波

は朝見夕目に映える上から下をのぞくと足

ポすくむ�
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あるようである.しかしもっとこまかい単元でこ

のグルｰプをみるとさらにv'くつかの異なる動きがあ

るようである.例えば前で述べた傾動運動にしても

宮古島周辺の島と多良間島とでは異質でありわずか

10とmの海峡をへだてる水納島と多良間島との間にも多

少のちがいが見られる.

琉球弧は西目本島弧系に属する複数島弧であって

フィリピン･プレｰトとユラシア･プレｰトの接点に位

置している.このプレｰトはM1NT0Kso彦氏の分

類によるとEタイプに入り300～500kmの間に地震のギ

ャップがあって板の切断によるものか深度に対する

応力がないことによるのか明らかではないが他のA

BCタイプとは異質なものとされている.島弧系

の発生のメカニズムをプレｰト･テクトニックスと結

びつける風潮は全世界的な視野の中で確立されつつある

ようである.とくにFAMOUS(FrenchAmerican

lMi&OceanUnderseaStudy)の共同による中央海嶺の

研究では地溝の底に見られる枕状溶岩が確認され多く

の精度の高いデｰタが得られ新しい次元がつけ加えら

れていることなどをみると新しい地球観カミさらにたし

かめられてきつつあるように思う.

このプレｰト･テクトニス説についてはまだ批判や

反論もあるし一方には垂直運動説やブロック･テ

クトニクス的な考えもあるがこれ以上に説得力があり

魅力のある考え方はいまのところほかにない.い

ずれにせよ自分たちのすべての思考や成果がいつも絶

対に正しいということではないし自分たちの日常欲望

は絶対善であるどころかその欲求を煩悩としてたち

切ることも学問形成への一つの道であるから唯我独

尊に粘ることはつつしむべきことであると筆者は考え

ている.

⑨M.N,T0Kso竈によるプレｰトの5つのタイプ

(サイエンスによる)

弧状列島のうちもっとも典型的なものの一つが日本

列島であるがそのうちの一つである琉球弧は前にも

ふれたような複数島弧であるが幅も余り広く粗くその

全貌はかならずしも明らかで削'.筆者(坊城矢崎

1972年)らは琉球弧を南から琉球前縁弘一琉球弧前縁

堆積区一琉球弧一台東構造堆積区一尖閣群島弧に分帯し

た.このうち実際に野外で観察されるものは琉球弧

の一部と琉球弧前縁堆積区の一部であってはたしてこ

のような分帯が妥当であるのか今後の成果によって明

らかになるであろう.島弧としては陸地も限られて

v'て問題追求の場としてはかならずしも適当とは思え

ないが地質学的にはバラエティｰに富んでおり弧状

列島の生いたちを考る上から重要な場所のように思える.

とくに海溝堆積物に相当すると考えられる島尻層群の

厚い堆積物が島弧前面の棚に広い分布を示すことは西

南目本弧や東北目本弧と異質な機構がうかがわれるのか

弧の古い若いということがその背景としてあるのか今

後の課題であることには間違は苓い.

⑩太平洋中央地溝の底にみられる枕状溶岩

(サイエンスによる)�
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洞穴と地質屋さん

1964年アメリカ人の小学生が沖縄本島宣野湾市大山か

ら樹のついた骨を発見して以来｢沖縄原人｣と称する

ものがにわかに脚光をあびてきた.ひょっとすると沖

縄のどこかに北京原人クラスの20～30万年前の洪積世人

類がいたのかも知れないと騒ぎが起って多くの発掘調

査が行なわれた.その1つは見忘頭村港川の採石場

から18,000年という年代の一体分の化石人骨が発見され

たがかつて那覇市の山下町洞穴から発見された32,O00

年前の人骨より古い年代の人骨を発見することが出来な

かった.この港川人骨の発見を契機として沖縄の洪

積世に属すると思われる人骨の断片が伊江島やコサ市の

桃原洞穴などから発見されて洪積世人の可能性がます

ます有望視されている.

このようなことに起因するのか筆者らの野外調査に

思わぬ協力者(ある意味では有難迷惑である)が現われ

たり墓地あらしと間違えられたりしてこまったことが

!歓蕃㍗

2石垣南方堆積盆

しぱしぱあった.とにかく宮古島には多くの洞穴が

あって古いタイプの墓地はこの自然の洞穴を利用して

いる

宮古本島のとくに北東部の海岸やその内陸部には

ステップ状に東へ落ちる落差10～30m内外の断層崖が

よく発達している.この断層崖の下部には大部分で

島尻層群が顔を出している.したがってその露頭では

差別浸蝕うけて柔らかい島尻層灘の露出部が極度に空洞

化して洞穴を形成する.このような断層崖の洞穴は

地質の情報をうる上で大事故露頭となる.こんなこと

で内陸部の調査はほとんどこのよう溶断崖と洞穴を

探すことに重点がおかれる.たまたまその断崖が古

い風葬の場所であったり古い墓地であって人骨や骸骨

が何体と校く散在している場所にぶつかることがしぱし

ぱある.うすぐらい樹木の中を汗をかきながらやっ

とはい上って洞穴をのぞくと仏様が1ぱいつまってい

⑫洞穴のなかの骸骨木材のみられる処には項灰

岩と島尻層灘の不整合カミある

⑬｢ミャｰカ｣風葬墓地巨石蓋式のもの�
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る.余りにも予期しないことなので冷汗をかく無

意識のうちに南無阿弥陀仏とさけびたくなる.洞穴の

壁には必要とする地質的たデｰタが確認される.こ

うなるといやでも人骨や骸骨をかき別け壁にいかなけ

ればならなくなる.｢仏様かんべんして下さい南無阿

弥陀仏｣と念仏をとなえながら地質学上の記録を取る.

うす暗い崖下の洞穴での作業は崖錐の抵かに埋まって

しまっている骸骨へ聞違えてノ･ンマｰがあたることが

ある.この時の感触は何んとも云えたく後味の悪い

ものである.このようにまだ古い時代の墓とわかる

場所では仕事がしやすいが島尻部落の南側の比較的

島尻層の露出している地域では泥質土壌の中に埋まっ

ている人骨や骸骨を化石ではないかと間違えてよくた

たくことがある.これはおそらく古くは風葬として

あったものが島尻層の2次的風化によって埋没したも

のであって沖縄本島で発見された山下洞穴人や港川

人らに対比されるものでは鮎'.このようなことを体

験したお陰で野外活動で先ず目をつけることはその部

落周辺の墓地の数と部落の多少である･沖縄本島仁比

較して宮古島は墓地力沙ないとくに平良市街から遠

くなればなるほどその度合が大となる.このことは

風葬地が多くあることを意味している.地質屋さんは

覚悟を決めたほうがよい.沖縄の心というのか県の

経済振興計画の調査に関連して県民に対し経済的に

余裕が出来たら一番先にどうするかとの問を出したら

回答者の大多数は｢先ず墓を立派に作ります｣と答え

たという.それと現実に野外でみる仏様とには多く

の矛盾を感じるがその内に包括されるきびしい歴史的

狂一面がうかがわれる.このことは離島に対する後

進性ということだけの理由ではなく四世紀にわたる付

庸地としての人頭税行政がもたらしたことは明白である.

それを理由づけるものとして古くから宮墓(ミャｰ

カ)という墓制があった.このミャｰカは特定の人

物に限って納棺されたようにいわれているが一般民衆

も枡形式のミャｰカに風葬されたものと考えられてい

る.このようなことからも明らかであるカミ沖縄の心

というものが大和人の付庸という事件によって踏みにじ

られ二その時期がこのような仏様と関連しているようで

ある.

ある考古学者にいわせると18,000年前の人骨が沖縄

本島で発見されているから宮古島にもかならず発見の

機会があるという.しかし今のところ古代人らしき

人骨に関する情報はない

沖縄の島々に旅行して先ず驚くのは墓地である.

宮古島でも同様港の入口に白い倉のようにみえる白い

家の大部分は墓地であってそこが多くの場合景勝

の丘で一見別荘地のように見える.本土の墓地も最

近は公園風な景勝地カミ好まれているようであるが古

くは人里離れた昼なお暗い山中か谷間の様た淋しい

場所を想像するしそれが現実であった

現在宮古島や多良間島で見られる墓には亀甲型と破

風型との二種類がある.亀甲型は母の下腹部になぞ

られて作られたもので腹から生まれて腹にかえるとい

う純粋な倫理を意味しているようである.破風型の墓

についてはこれという意味を聞かないカ…新しいタイ

プということになろうカミその背景には経済的問題もあ

るように思える.したカミって古い墓には破風型のも

のは削'.亀甲型の墓の大部分は石灰岩の切り立っ

た崖に自然に出来ている洞穴を利用したものと人工的

に洞穴を造作したものとがある.このことカミ理由と渡

るのか比較的に柔らかい石灰岩の分布地域が選ばれる

⑭宮古島で最近に発見されたrゾウ｣歯の化二ε

(小林純｢水の健康診断｣による)

⑮トリ月ホトンの一種といわれ｢ゾウ｣衡や｢クジ

ラ｣化石か出土した島尻海岸�
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ようである.人工的に造作が簡単に出来て経費も安

くつくということもあって自然と新しい石灰岩の分布地

域になる宮古島では平良石灰岩(1970矢崎)と呼

ばれる石灰藻ボｰノレを主とした石灰岩の分布地域に多

くみられ多良間島では遠見台石灰岩(1975矢崎)

と浮ばれる陸成堆積石灰岩(一部は石灰砂層状を呈す

る)の分布地だけに限られているようである.このほ

か｢ミャｰカ｣と呼ばれる風葬型式の墓地があって現

在でも遺跡としてみることが出来る.この｢ミャｰカ｣

と呼ばれるものは死体の周辺を石灰岩やビｰチロッ

クの長方形の石で囲い大き狂石で蓋をしたものと人頭

大の積石で棚囲された墓地のことも呼んでいる.普通

巨石の蓋式墓地は特定の人物ということで一般民衆

は枡形式であるといわれている.このほか石灰岩の

手頃の凹地や崖下を利用するものもあっていわゆる

｢墓場の森｣や｢死体遺棄｣という場所もあったようで

ある.

野外で調査活動をするわれわれにとっては海岸の洞

穴から苦労してよじ登ってみたらそこが現在の墓地に

通じていたり何んの気もなく風をさけて昼食を取った

凹地が古くは風葬地であったりする.しかし現在は

遺跡としての風葬地の話しは聞くが現在も引き続き風

葬をしているということは耳にしない

それにしても崖の下にねむる多くの無縁仏はどの

ような経過をへて現在にいたったのか疑問が残こる.

とくに現在その土地に住んでいる人々との関係がなか

ったのかあるいは関係があったのか線香の香りのな

いこの人々は一体どのような人々であったのかその点

を知りたいものである.特に前でのべたように沖縄

の人々は先祖に対する門中意識と連体感の強さは本

土に住むわれわれよりも原型的な強い認識がある以上

とのような墓地に対する変遷があったのか多くの問題

があるように思う.いずれにせよ墓制のうつりかわ

りは意外と新しい時代の発想のように思える.

とくに先島の宮古島や周辺の島々では原始的形態で

ある風葬が天然の洞穴や｢墓場の森｣の中に抵きが

らをただ置いて帰るだけで再びお墓詣りをするでも枚

く仏壇とか位牌とかいったものは当然ありえない死

体遺棄という時代がつい最近まであっ､たようである.

このことが崖下の骸骨となって地質屋を驚かしてくれ

るのが実体のようであるし骸骨がゴロゴロと地中から

出て来ても不思議では狂い.文化文明の中毒症状にか

かっている現代人としてはとても受け入れられるもの

ではないが現代でもアフリカのピグミｰ族の一部など

では今だに埋葬儀礼がないし鎌倉時代まで遡ると京

都の鳥辺野や奈良の春日山の裏の地獄谷らは庶民の死体

捨て場として知られていることから見ても当然あり

うることであって現代社会形成への一つのアプロｰチ

として受けとめられる.

宮古島が地質学的に問題となったのは何んといって

も棚原洞穴から発見された｢パレオ回クソドン｣象の]

種の化石の発見にはじまり現在にいたっている.この

間には多くの洞穴調査カミ活発に行なわれ多くの動物

化石が発見されそれらの動物化石を含むラテライト質

'土壌に対して宮古動物相と呼ぶようになった.宮古

島で最初に発見された｢ゾウ｣の化石は昭和14年5月

に農林省農事試験場(現在の農業技術研究所)の南西諸

島資源調査団(燐鉱石)の手によって発見されたもので

ある.その時の様子を調査団の副団長をしていた小林

純氏(岡山大学教授)は｢水の健康診断｣(岩波新書

1971年)のなかでのべている.それによると｢最初

発見された化石を林団長が東京へ持って行き東大の

地質学教室の散大塚弥之助教授(当時助教授)に見ても

らいどうも象の窟らしいとの事で早稲田大学の地質

学の大家政徳永重康教授に鑑定を願ったところパレオ

ロクソドン(Pa1aeo1oxodon)という中国産の旧家であ

ると鑑定された｣とのべている.この象化石の発見を

端緒として日本学術振興会から大塚教授が派遣され

同じ洞穴から二番目の歯と骨格片が発見され他にも

カプレオルス･トクナガイ鹿メダケノレブスやアスチロ

トン鹿の角校との多くが出土したことを昭和16年に｢琉

球群島における哺乳類化石の研究｣として発表し沖縄

列島はサンゴ礁の隆起によってできたとされていた従

来の学会の定説を根底からくつがえした.その後

(1956年夏)同じ洞穴からUSGSのドｰン(D｡且D0州)

博士によってさらに象の下あごや歯などが発見され

ワシントンスミソニアン博物館に所蔵されているとの

ことである.最近(1970年)になって宮古島の北東

部島尻海岸より採取された臼歯の化石が島尻層のもの

とされ棚原洞穴より古い時代の化石｢ゾウ｣であるこ

とカミわかった.､この化石｢ゾウ｣は長谷川善和氏に

よると第三紀に繁栄した｢マストドンゾウ｣の仲間の

トリロホトン(Tブ{妙ん030〃)の一種とされて仙台の

竜の口層(鮮新世中期ハ0ブ砂θ6吻で有名)のセンダイ

ゾウに類似するとされている.

多くの考古学者や考古学同好会の先達によって島全

般にわたって調査が行なわれているがその一つとして

1973年8月安谷屋先生のクジラ化石の発見がある.先�
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生は暇さえあれば海岸にでて二枚貝や巻貝の化石を

あつめておられたがある目島尻海岸より拾い集めた化

石のなかに｢トリロホトンゾウ｣(前でのべた)の臼歯

を発見して以来島尻海岸をあるくことが休日の日課とな

ってついにクジラ化石を島尻層のなかから掘り出した

のである.この獲物は1mをこす大物(頭骨)であ

った.この｢クジラ化石｣は島尻層樺の比較的下部

で島尻砂岩部層の下位10m内外の青灰色砂質泥岩に埋も

れていたものであって大形貝化石を多産する地層より

の発掘である.

『みやらび』との対話

やまと

｢汚放い風采が上がら波い大和の人が毎日島の中を歩

いていた｣とその後この島へ渡たった某会社の地質やさ

んが聞く.どうも汚ない風采の上がらない大和人とは

筆者のことであったらしい.どうして大和人を見分け

たのか不思議に思う.1～2月の製糖期に入る大勢の

人々によって集団で｢キビ倒｣(砂糖キビの取入)をす

る頃に作業中の農道をよく歩くことがある.こちら

は筆者を含めて5～6人であってもそのなかのたっ

た1名の大和の人を見分ける慣がある.直接彼らと

話をしたわけでもないし側へいつて顔をみたでもなく

ある程度の間隔があってもどんぴしゃりとわかってし

まう.そんなこともあって筆者は特に現地の人と同

じよう校服装で野外を歩くことにしている.それが

風采の上ら注い大和の人となったのであるがそれにし

てもどのようにして見分けるのか不思議に思い長年

付きあっている安田さんの服を着て筆者の服を安田さ

んに着てもらい同じ｡よう放状況で歩いてみても見分け

をっけられてしまう.どのよう狂理由で見分けカミつく

のか長老に聞いてみると歩きかたが違うというと

くに大和の人の歩く後姿が決定的な要因になるという.

｢そんなに特徴のある歩きかたをするのかね｣と聞くと

そうだと答えてくれる.筆者も現地の人々をある程

度顔を見ることによって見分けがつくが後姿で見分

けることはあり得ないし顔をみても見分けることが出

来ないことカミしばしぱあるのに不思議に思えてならな

い.このようなことは平坦な大地と大き柱自然から

はぐくまれた人間の習性と長期間にわたる現地の人に

対する差別への怨念がそうさせるのでは汰いかと考えた

りする.

長い期間に知りあった｢みやらび｣(少女)たちも

いつしか｢マグ｣(結婚)期になっている.ある目の

夕食を彼女たちとともにする.Y子さんは東京の某

国立大学の入試を2回失敗し亡いる.彼女にしては

生れて初めての東京での生活を短期間であるが体験して

その話しをしてくれた.その租かで東京の空気が汚

たないとか人が多いと云うことはお昇りさんならぱ

誰れしもいうことであるので別だんこれということはな

いが一番恐しいものが電車だという勿論彼女にして

みれば生まれて初めて乗る電車であって多少の恐ろし

さがあるのは当然かも知れないが一番恐ろしいという

理由はよる床の中に入っても目中の電車の揺れが残っ

て眠れない日々を送ってしまうという.筆者も長期

の船旅などするとよく岡揺れという錯覚に落入るが

今だ電車による揺れを床のなかまで持ち込むことはない.

しかし日常もっとも手近かの乗りものとして利用して

いるわれわれにしてもよく考えてみると恐ろしいも

のではないかと思える.特に新幹線に乗った時荏ど

とくにその認識を新たにすることがしばしばある.次

元のことなる社会とか後進的とか云ってしまえばそれ

までであるが都会という中毒症状にかかった近代社会

に住みつくわれわれが余りにも自然という言葉の意味

をわすれすぎているのではないかと反省する.

M子さんは現在本土の某会社に勤務しているOLで

あるカミ大和の人と話しをするときは自分は沖縄出身と

いうことを絶対にいわない宮古島に観光旅行に来てい

ると答える.どのような理由によるのかけっして宮

古島出身だということを彼女の口から聞くことは出来な

い.本土に就職してしばしになる彼女はそこでどのよ

うな差別をうけたのか疑問ではあるがおそらく現状で

は物質的な意味の差別はないように思えるが精神的な

差別とか抑圧があるのかも知れない.このことは長

年かかってはぐくまれて来た彼女たちの生い立ちや伝

統的文化や風俗習慣の本質的な違いかがそこに現わ卵

れるのでは鮎'かと思う.彼女たちとのやりとりとり

のなかでとくに筆者の脳裏にやきついた言葉は私達

はやはり人種が違うのではないかという疑問であった.

そのことを一番たんてきに感じるのは本土へ行って

｢バス｣や電車にのって行くと乗客のほとんどが私達

の顔を不思議な目でみられることにはとてもたえられ

ないという.いずれにせよ沖縄の心を知るためには

色のついたフィノレｰダで物事をみてほしく狂いと云うの

が彼女達の願いのようである.M子さんは現地の

人と結ばれる目を希望して年に2回の里帰に見合をして

おりY子さんは再度の上京への夢を捨ていさぎよ

く琉球の古典舞踊の道へと進んでいるようである.

ある休日の昼下り街であるホテル(20日間位滞在し

た)の｢オカミサン｣によばれて酒の整理に来てくれと�
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云う何のことはなv･本土から来たお客さんが残してい

た泡盛が沢山あるということである.宮古島では酒

と云えぱいわゆる泡盛であってけっして日本酒は出て

来ない.そのようなことで本土から来たお客さんは

夕食前に多くの人々が酒を注文する.その結果カミ整

理を必要とする酒に通じてしまう当方にしてみれば

お陰様で酒の心配はなく柱る.おかしなことであるが

ホテルに泊まっても酒代を取られないという恩恵にあず

かる.勿論御新き様では通用しないであろうが長

年のつきあいともなれぱ気安さもあって｢キャベツ｣

の追加や料理の追加も気にし鮎'.このへんは本土

の旅館では考えられないことである.それだけ心の中

にゆとりがあるというのか純というのか心休まる風

情である.このように現地の人にまつわる対話のほか

にも色々と角度の違うアングルがあって多くを考えさ

せられることがある.

野外調査は学問的な目的行動であると同時にその

基礎には初めて知る空間と時間カミ広く展開されている.

例えばその土地にまつわる伝説とか歴史･風俗･習慣

にいたるこまごましたものがあってそれを切り捨てて

しまうと何んとなく淋しい気がする.このようなこ

とがらはいわゆる民族学という分野に入るかも知れ在

いカミその辺の処を散文的に綴ったのがこの｢つれづ

れの記｣であっていわゆる報告書にかけない野外調査

の一面を記すのが目的であって専門分野に深く立入る

ことはなるべくさけている.そのことを了解してい

ただきたい.(つづく)
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言地学と切手…

タンザニアの

ジンジャン

トロプス切手

倬�

シンジとは本来アラビア語でエチオピア人の国という

喜意味で時には東アフリカ全体を指すことがある.リ

…一キｰ(M･S･B･L臥ムKY)が東アフリカのオルドバイ

…峡谷で調査をはじめたのが1931年で問題の化石を掘り

妻出したのは28年後の1959年だった.

人類の誕生と発展の歴史が面かれるようになったのは

茎ここ50年あまりの間であるが最近の重要匁発見はすべ

…てアフリカで行祖われた.1924年ダｰト(R.DAAT)に

妻よるアウラロピクテスはヒトと認められるまで苦斗しな

三ければ狂らなかった.これを援助したのカミブルム(R.

…BROo皿)のパラントロプスの研究で彼が1934年に研究

ξをはじめた時は67才の町医者だった.1951年83才で世

…を去るまでブノレドｰザｰの如き発掘･好奇心･探究心に

書生きた人生がつづいた.

オノレドバイ(01duvai)は東アフリカのタンザニア北酉

…国境近くにある峡谷で1911年ドイツの昆虫学者が迷い

;こみ哺乳類化石を発見して以来知られるようになった.

…1913年にドイツのREcKの率いる学術調査団が1片の人

…骨を持ち帰ったが大戦が始ったために実りを結ばなか

った.リｰキｰはケニアに生れケンブリッジに学んだ…

あと故郷に帰っていたが大戦後レックからオルドバイ…

の調査を奨められた.以来ボイスの援助の下に家族ぐ…

るみで調査にあたって来た.…

高さ約70mの崖には黒色玄武岩溶岩を基盤として第1…

～5層までの地層が水平にみられる.シンジャントロ…

フス･ボイセイの化石はその第1層から発見され礫器…

も伴っている.実際に頭蓋骨は400片あまりに破壊さ…

れていたが忍耐と経験の下に慎重に復原された.…

化石人類の発掘が注目されたのは勿論であるがその…

上に人々を驚かせたのはカリフォルニア大学によるK･;

Ar年代決定である.1961年に出土した層準が157～…

189万年前平均して175万年ということはそれまで漠…

然と約100万年前と考えられていた第四紀の初めを一挙…

に2倍にしたことになる.その後も種々と問題はあっ…

たが今ではMatsuyamareversedepochの中の…

01duvaieventとして識別されている.リｰキｰはそ…

の後も発掘をつづけ同じ第1層から第2層にかけて三

Ho刎｡知あ肱を発掘したりしている.…

この他にオルドバイ峡谷は動物化石が多く出土第2…

層上部からピテカントロプス化石やアジアやヨｰロッ…

パでは第三紀に絶滅した牙が後下方に向っているタイノ…

テリウム象が出土するなどまさに第四紀哺乳動物の化ξ

石の宝庫となっている.…

その後1972年に長男がノレトノレフ湖東岸から300万年言

前の人類頭ガイ骨｢1470｣の発掘に成功するなど.リｰ…

キｰ一家の努力が積み重ねられつつある.'…
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